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北条古墳 ほうじょうこふん
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県指定
所在地：細工所

丹波焼古窯跡 たんばやきこようあと

県指定
所在地：今田町下立杭

古墳時代中期（5世紀）
前葉に造営された一辺30
ｍの方墳である。土取り
のため墳丘はかなり改変
しているが、粘土槨の主
体部やその近辺からは直
刀や靫型

ゆきがた

、家型埴輪が出
土している。
同時代の方墳には、京
都府綾部市の菖蒲塚や聖
塚古墳、同福知山市の妙
見1号墳、同亀岡市の桝塚、
瀧ノ花塚古墳等がある。
このように京都丹波に多
い墳形との関連から、古
代における京都丹波との
政治的関係が注目される
古墳である。

四斗谷川下流域の下立杭周辺の丘陵に
は、丹波焼古窯跡が点在しており、その
中でも摂津三田と境界を接する三本峠は
丹波焼発祥の地とされる。
史跡に指定された当古窯跡は源兵衛山
古窯跡と呼ばれ、小字武士ケタの山麓に
所在する。窯体は近年の植林等によって
天井が崩壊し、長さ18.5ｍの窪みの形状
のみを残している。焚口部に少し窯壁が
認められるとともに、そこから下方に灰
原が広がり陶片が採取される。
採取された陶片には甕や壺があり、器
型に瓷器

し き

系の常滑焼の影響が見られる。
調整は無釉・紐造・ろくろ仕上げで、自
然釉を被るものもある。
窯業史上、いわゆる「丹波焼」の研究
において、重要な遺構である。


